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千田マミ　「枇杷心大薬本」
紙、布、糸、紐、木材、枇杷の葉 川合琴子　「写真展〈自然人〉」

インクジェット、プリント、シルバー・ゼラチンプリント、ポジフィルム

北海道・オホーツクに暮らしながら、多くの風景写真を撮っていた祖父の展覧会をプロデュースした。建築の仕事をしていた
祖父が1985年に造ったペンションの一室を会場とし、「自然が好きな人々の憩いの場を作りたい」という想いを受け継ぎ、
人々が作品を通して想いを巡らせる展覧会を企画、実施した。鑑賞するだけではなく、来場者同士がこの地域にまつわる思
い出を共有する参加型の展示も組み込み、展覧会全体を通じて祖父の風景へのまなざしを共有し、過去と現在を比較しな
がら楽しむことのできるよう願いを込めた。

実家の庭にある、二本の大きな枇杷の木をモチーフにした、ギフトボックスを制作。枇杷の花言葉は「治癒」。
また、枇杷の木は「大薬王樹：最高の薬木」と呼ばれ、約三千年以上前から薬効が知られ大切に扱われてきた。

「外面的な意味だけでなく、もっと内面的な傷や問題を治して癒やし、前向きな風があなたに訪れますように」
という願いを込めて、昔から続く枇杷と人との関係性を再構築し、この作品に触れてもらい枇杷の持つ意味を
伝えるため、生活の中に取り入れやすい生活雑貨を中心としたオリジナルグッズ、大切にしている言葉を集めた
本などをひとつの箱に閉じ込めた。自分を大切にしながら相手を想いあう、そんな世の中を目指して。
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室伏日向　「『そうだ、こんな時はあの人を呼んでみよう』～第四回ゲスト初代女性アナウンサー 翠川秋子～」
音声データ（SoundCloud上にて発表）
出典：「続  昭和史のおんな」文藝春秋〈1983年〉、
フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」翠川 秋子 （https://ja.wikipedia.org/wiki/翠川秋子）

女子美術大学の卒業生である、女性初のアナウンサー翠川秋子の人物研究を通して、卒業を迎える女子美生
に向けたエールとなる作品を制作した。等身大の自分に近いキャラクターと架空のラジオ番組を制作。ラジオの
内容は、女子美に通う学生、イタコのいた子とナビゲーターてる子が、いた子の霊能力と『デンワ』と呼ばれる
被り物の装置にて霊を憑依させ、会話の中で現代人へのアドバイスをもらうストーリー。ゲストとして登場した
翠川秋子の生涯を通して、明治、大正、昭和にも存在した女性差別の問題やマスコミの過激な報道、過労、
ひとり親の貧困などに切り込んだ。

ミュージアムエデュケーション演習Ⅰ・Ⅱ（2・3年次必修科目）　「絵画のモデルになりきるセルフ・ポートレート」
作品：（左上）長尾早希子、（右上）酒井麻里亜、（左下）山下祐希奈、（右下）磯田萌乃

ミュージアムエデュケーション演習では、主に展覧会やアートイベントの参加型ワークショップ等の企画・立案・実施までを行い
ます。「絵画のモデルになりきるセルフ・ポートレート」の課題では、作品の再現だけではなく、アーティストの森村泰昌の表現や、
2020年のコロナ禍においてロンドンナショナルギャラリーのスタッフが発信した作品等を学んだ上で、身近な素材等を活用し
誰もが絵画に親しみをもつためのワークショップを実践しました。
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